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スタッキングペーパーリッドについて

株式会社日本デキシー　営業本部　営業企画部　及川　淳

１．はじめに
スタッキングペーパーリッドは，プロダクトデ

ザイナーの柴田文江氏が紙専門商社の株式会社竹
尾の展示会「竹尾ペーパーショウ」で2006年に
発表した作品を元に開発を行いました（第１図）。

〇機能
スタッキングペーパーリッドは，飲み口がない
タイプが標準となります。機能としては以下の２
つとなります。
①持ち運び時にこぼさないための蓋
②埃

ほこり

除けとしての蓋
飲む際にはスタッキングペーパーリッドを外し，
紙カップから直接飲んでいただきます。フルオー
プンなので，飲料の香り，色を楽しんでいただけ
ます。また，中身が出てくるタイミングがわから
ないという不安もなくなります。
なお，飲み口があるタイプについては，商品化
に向けて進めております。
〇使用方法
スタッキングペーパーリッドは，紙カップの内
側にセットして使用します。紙カップの縁（飲み
口）以下になるまで押し込んでいただいたらセッ
ト完了です。
紙カップとの嵌合は，摩擦のみで留めています。

プラスチック製のリッドと比べ，嵌合感が少なく
不安を感じるかもしれませんが，持ち運ぶ際に内
容物がこぼれ難いという機能を満たします（ス
タッキングペーパーリッドは，紙カップの内径，
テーパー角度との関係があるため，基本的に当社
の紙カップとセットでご使用いただくことが前提
となります）（第２図）。

２．経緯
（１）きっかけ
2018年の TOKYO PACK 2018- 東京国際包装
展で，日本製紙株式会社グループブースに当社も
参加しており，株式会社竹尾の方と名刺交換をさ
せていただきました。TOKYO PACK 終了直後，

第１図　スタッキングペーパーリッド（原型）

第２図　スタッキングペーパーリッド
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株式会社竹尾のスタッキングペーパーリッド担当者
から相談をいただいたことから，スタートしました。
（２）打合せ
株式会社竹尾からの相談内容は，第１図を量産
化したいが良い方法はないだろうか？　というこ
とでした。この時点では，量産について，いくつ
かアドバイスをさせていただき，意外に難しいと
回答しました。その後，柴田文江氏に難しい部分
を説明してほしいと頼まれ，打合せに参加するこ
とになりました。
打合せが進んでいき，お披露目を「COFFEE 

COLLECTION around 神田錦町 2019」で行う
ことになり，主催者の GLITCH COFFEE AND 
ROASTERS の鈴木社長も参加いただくことにな
りました。柴田文江氏を中心に，積極的な取り組
みによって急速に打合せが進みました。

３．原材料
基本的に紙カップと同じ構造なので，胴部と天

面部の２ピース構造となります。
胴部，天面部ともに【外】ポリエチレン／バー

ジンパルプ（紙）／ポリエチレン【内】の構成と
なります。
余談となりますが，メンバーでの打合せの中，

当社製品で試飲用に展開しているフィールカップ
という紙カップを試してもらいました。フィール
カップは，紙カップに使われているポリエチレン
に特殊加工を施し，ポリエチレン特有の臭いを抑
えた紙カップです。
柴田氏，GLITCH COFFEE AND ROASTERS

の鈴木社長を含め，とても良いと評価をいただけ

たことから，スタッキングペーパーリッドにも
フィールカップと同じ技術を使用することに決ま
りました。COFFEE COLLECTIONで使用する
紙カップも，同様にフィールカップのポリエチレ
ン構成での発泡断熱紙カップ（テスト品）を使うこ
とになりました。結果，COFFEE COLLECTION
に出展していた名立たるコーヒー店の方々からス
タッキングペーパーリッドと共に高評価をいただ
き，商品化を進めています。

４．試作
試行錯誤の結果，当社の発泡断熱紙カップと
ぴったり嵌合する紙カップ同士の組み合わせを探
しだしました（第３図）。切り離した際，スタッ
キングペーパーリッドの外観になるように，ブラ
ンクにミシン目を入れて紙カップを作成します。
ミシン目から切り取り，見本（ダミーサンプル）を
作りました（第４図）。ダミーサンプルは，外観と
紙カップとの嵌合感の確認をするため，問題点や
課題などメンバーで話をするために使用しました。
（１）要望
ダミーサンプルを見ながら，柴田氏からいくつ
か要望がありました。
①飲み口ありが前提ですが，飲む際にカップを
傾けた時に鼻が当たらないような深さが欲しい。
②黒色の紙を使いたい。あるいは未

みさらし

晒紙（漂白
していない茶色の紙）を使いたい。
③蒸気孔の位置を中心ではなく，中心から取っ
手方向の中間付近に孔を入れたい（第５図）。
（２）対応
①については，生産時に15～ 20mm程度の深
さになるように設計し，対応することにしました。
②については，当社を含む食品容器メーカーが
順守しなければならない食品衛生法上の問題があ

り，一般の黒い紙は使用できません。
未晒原紙については，紙本来の

臭いがあり，コーヒーの香りを邪
魔する恐れがあることを伝え，当
社で使っている紙カップ用の白い
紙を使うこととしました。
③蒸気孔は，ホット飲料の蓋を第３図　紙カップの組み合わせ 第４図　ダミーサンプル
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する際，内圧がかかるのを防ぐため，蒸気を逃が
す孔が必要です。
蒸気孔の位置は，中心にあけた方が加工は楽な
のですが，柴田氏からの要望をかなえるため，位
置合わせして加工する工程を追加し，対応するこ
とにしました。

５．課題と製品化
第１図を見てわかる方もいらっしゃるかと思い

ますが，スタッキングペーパーリッドは，『高さが
低い，トップカール（飲み口部）がない紙コップ』
です（第６図）。
作り方自体は，紙カップの工程と同じですが，
当社にとって未知の部分，難しい課題がありまし
た。高さが低いが故の成型の難しさ，搬送・集積
の難しさです。
（１）高さ
当社で生産している製品の中で，一番低いカッ
プは40mmです。スタッキングペーパーリッドは，
20mm（取っ手部分を除く）です。
ブランク形状（カップ胴部を筒にする前の状態）
はハチマキのように細長くなります。この細長い
ブランクで筒状にする際の合わせ目のブレを最小
限に抑えるのは想像以上に難しいことでした。胴
部を作るために筒状にするのですが，このブラン
クを筒にするまでに運ぶ搬送工程が困難でした。
スタッキングペーパーリッドはトップカールが
ありません。見た目を重視するため合わせ目のズ

レを ±0.5mm 以内に収める必要がありました
（第７図）。
合わせ目のズレを ±0.5mm以内に収めるとい
うことは，ブランクを筒にする時にブランク中心
の角度のブレを ±0.3° 以内に収める必要があり
ます。

（２）搬送・集積
通常の紙カップの搬送は，空気の力を使い，筒
の中を飛ばして次工程へ送っていますが，高さが
低いカップだと飛ばずに筒の中で回転してしまい
ます。
搬送方法の根本的な見直しからはじまりました。
また，集積する際のカウント（計数）もトップカー
ルがあれば容易でしたが，スタッキングペーパー
リッドはトップカールがありませんので，カウン
ト方法も通常とは変えております。１チューブ
50個入りですが，50個に計数し，変形なく集積
する設備構築が困難でした。当社の設備部門が力
を発揮してくれました。コロナ禍により数々の遅
れが生じながらも，ライン化し，2021年３月末
に上市することができました（第８図）。

第５図　蒸気孔位置 第６図　紙カップ

第７図　合わせ目のズレ（ダミーサンプル）
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６．まとめ
スタッキングペーパーリッドの紙比率は，約
85％です。
当社で販売しているプラスチック製リッドと比
較するとプラスチック樹脂使用量を15％まで削
減できます。
また，分別せずに処理することができます。現
在，日本紙通商株式会社，日本シーム株式会社と
進めている，使用済み紙カップの洗浄・破砕，簡
易圧縮・回収装置『CPパックン』および，リサ
イクルの仕組み作りへとつながります（第９図，
第10図）。

第８図　飲用時のイメージ

第９図　分別せず回収

第10図　CPパックン試作一号機
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　７．受賞
・第45回木下賞　包装技術賞
・ 2021日本パッケージングコンテスト飲料包
装部門賞（第11図）

　８．最後に
樹脂廃棄による環境負荷が世界中で議論される
中，コーヒー業界をはじめファストフードやコン
ビニエンスストアでは，ストローが樹脂から紙な
どの代替素材に急激に移行しはじめました。
一方，より環境負荷が大きいリッドについては，
これまで有効な樹脂代替が出ていませんでした。
今回の取り組みはこうした状況に最初の一歩を
示そうという趣旨から，柴田文江氏の作品を元に，

紙専門商社の株式会社竹尾，紙カップメーカーの
当社日本デキシー，および東京のサードウェーブ
コーヒー牽

けんいん

引役のひとつである神保町GLITCH 
COFFEE ＆ ROASTERS が集まり，ものづくりと
サービスの端境がない有機的な協議の元で生み出
されました。
環境負荷を低減していく上で，このスタッキン

グペーパーリッドが唯一の正解であるとは考えて
いません。
今回の取り組みを受けて，世界中の様々な関係

者が次のアイデアを創出し，実行していってくれ
ることが，本当の意味で環境を守ることにつなが
るものと考えています。
引用：スタッキングペーパーリッド特設サイト

より
https://stackingpaperlid.com/

※本件に関するお問い合わせ
株式会社日本デキシー
〒100-7008　東京都千代田区丸の内2-7-2
https://www.dixie.co.jp/
当社ホームページお問い合わせフォームより

【健康食品セミナー（オンライン）】開催のご案内

老化の基礎研究から学び解く，栄養摂取と炎症抑制
～健康寿命につながる食品・栄養と炎症・免疫の関係～

　基礎老年研究の発展は目覚ましく，その発展により健康寿命の延伸や生活の質の向上が期待されています。本セミナーで
は健康長寿につながる食品や栄養と炎症・免疫の関係を老化の基礎研究を中心に，国立長寿医療研究センターの丸山光生
氏にお話しいただきます。栄養摂取と炎症抑制の仕組みを学び解くことが今後の研究開発等のヒントになればと考えております。

◇開催日時：2021年11月19日（金）　14:00 ～ 16:10
◇形　式　： ZOOMウェビナーによる「オンラインセミナー」
◇定　員　：150 名（お申込み先着順）
　　　　　　※申込受付は11月10日（水）まで
◇受講費用：5,000円（税込）
　社福協・健康食品研究啓発事業会員は 3,000円（税込）
◇受講申込：会員の方は以下URLよりお申し込み下さい。
　　https://www.kenshoku-forum.jp/forumSeminar/
 seminarDetail/37
　　　※ 社福協・健康食品研究啓発事業会員の場合は

必ずログインしてからお申込み下さい。
◇ファシリテーター：矢澤 一良 氏
　（早稲田大学　ナノ・ライフ創新研究機構
 規範科学総合研究所ヘルスフード科学部門 部門長）

◇プログラム：
　14:00 ～ 14:10　開会挨拶
　14 :10 ～ 15:30　講演　丸山 光生 氏（国立研究開発法人

国立長寿医療研究センター研究所 ジェロサイエンス研
究センター長，炎症・免疫機構研究部部長／名古屋大
学大学院医学系研究科 老化基礎科学分野 連携教授）

　15:30 ～ 15:40　休憩
　15:40 ～ 16:10　ディスカッション（質疑応答含む）
　16:10　　　　　 閉会挨拶
　※諸事情により講師，テーマ等は変更される場合があります。
◇お問い合わせ：
　　一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会
　　健康食品フォーラム事務局
　　TEL：03-3595-1555 ／ FAX：03-3595-1559
　　E-mail：kenshoku@shafuku.jp

第11図　賞状他


